
各
会
場
で
は
、
午
前
中
か
ら

様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
企

画
実
行
さ
れ
、
駆
け
つ
け
た
集

会
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

そ
し
て
開
会
の
13
時
。
メ
イ

ン
会
場
の
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
か

ら
い
わ
き
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・

福
島
教
育
会
館
の
3
会
場
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
つ
な
ぎ
、

メ
イ
ン
会
場
の
映
像
が
他
の
会

場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
。

呼
び
か
け
人
を
代
表
し
、
清

水
修
二
福
島
大
学
教
授
は
、

「
福
島
県
民
の
震
災
関
連
死
が

こ
れ
ま
で
に
千
六
百
人
を
数
え

た
。
こ
れ
は
1
年
に
五
百
人
を

越
え
、
2
日
間
に
3
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

し
か
も
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る

事
態
。
こ
の
現
状
が
霞
ヶ
関
や

永
田
町
、
そ
し
て
東
京
電
力
の

本
社
に
い
る
人
た
ち
の
目
に
入
っ

て
い
る
の
か
。
政
府
は
原
発
再

稼
働
の
地
な
ら
し
に
躍
起
だ
」

と
憤
り
、
県
民
す
べ
て
の
力
を

結
集
し
、
原
発
の
な
い
地
域
社

会
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
と
訴

え
た
。

ま
た
作
家
の
大
江
健
三
郎
氏

は
、
「
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
て

も
恐
ろ
し
い
こ
と
は
起
こ
ら
な

い
と
い
う
宣
伝
は
、
先
の
戦
争

で
『
悲
惨
な
こ
と
に
な
ら
な
い
』

と
い
う
、
日
本
人
が
日
本
人
を

騙
し
た
こ
と
と
同
じ
論
法
。
敗

戦
後
、
義
父
の
伊
丹
万
作
氏
が

日
本
人
は
『
自
分
た
ち
は
騙
さ

れ
て
い
た
』
と
言
う
ば
か
り
で
、

騙
さ
れ
た
自
分
た
ち
を
反
省
し

な
い
こ
と
を
非
常
に
憂
い
て
い

た
」
と
紹
介
。

さ
ら
に
、
「
原
発
は
人
間
と

共
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

確
実
に
原
発
を
廃
絶
す
る
そ

の
知
識
、
勇
気
、
経
験
を
持
っ

て
い
る
の
が
福
島
を
中
心
と
し

た
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
全
体

で
確
認
し
世
界
に
知
ら
せ
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん

だ
。そ

の
後
各
会
場
毎
の
企
画
が

披
露
さ
れ
、
集
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
。

ま
た
福
島
会
場
と
い
わ
き
会

場
で
は
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
、

福
島
会
場
の
集
会
と
デ
モ
行
進

に
参
加
し
た
仙
台
地
本
の
組
合

員
ら
は
、
前
日
の
東
北
総
決
起

集
会
な
ど
の
疲
れ
も
見
せ
ず
に

元
気
に
福
島
市
内
を
行
進
し
主

張
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

な
お
、
地
方
本
部
内
の
参
加

者
は
、
福
島
県
支
部
や
郡
工
支

部
を
中
心
に
、
全
支
部
か
ら
の

参
加
が
あ
り
、
総
勢
１
２
６
人

の
組
合
員
が
参
加
し
た
。
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3
・
16

女
川
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い
！
２
０
１
４

み
や
ぎ
ア
ク
シ
ョ
ン

3
・
18

貨
物
団
交

貨
物
東
北
協
議
会
東
北
支
社
要
請
行
動

3
・
20

貨
物
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
地
本
緊
急
抗
議
集
会

3
月
8
日
、
福
島
県
郡
山
市
の
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
を
メ
イ
ン

会
場
に
県
内
3
ヶ
所
に
お
い
て
、
「
原
発
の
な
い
福
島
を
！
福

島
県
民
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

 
こ
の
集
会
は
、
平
和
団
体
な
ど
様
々
な
組
織
の
代
表
が
呼
び

か
け
た
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
福
島
県
内
は
も
と

よ
り
東
北
を
中
心
に
、
五
千
三
百
人
が
参
加
し
た
。

国
労
せ
ん
だ
い
壁
新
聞
（
3

月
18
日
付
No
２
６
７
３
号
）

で
既
に
掲
載
し
て
い
る
が
、

貨
物
会
社
は
3
月
17
日
、
新

賃
金
の
支
払
に
関
す
る
国
労

の
申
し
入
れ
に
対
し
、
「
定

期
昇
給
の
実
施
」
「
ベ
ア
は

実
施
し
な
い
」
「
55
歳
以
上

の
賃
金
改
善
は
１
５
０
０
円
」

等
の
回
答
を
行
っ
た
。

組
合
員
と
家
族
に
更
な
る
犠

牲
を
強
い
る
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ

回
答
」
は
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
と
し
て
、
本
部
は
3
月
17

日
、
闘
争
指
示
第
30
号
に
よ

り
抗
議
行
動
の
取
組
み
を
指

示
し
た
。

そ
れ
に
基
づ
き
地
方
本
部
は

3
月
18
日
、
国
労
仙
地
指
示

第
32
号
に
よ
り
、
緊
急
抗
議

集
会
の
開
催
を
指
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
貨
物
分
会
ま

た
は
貨
物
組
合
員
の
所
属
す

る
機
関
に
お
い
て
は
再
回
答

を
求
め
る
抗
議
集
会
を
開
催

す
る
と
い
う
も
の
で
、
宮
城

県
に
お
い
て
は
、
宮
城
野
貨

物
駅
門
前
で
宮
城
県
支
部
と

仙
総
支
部
組
合
員
を
参
加
対

象
に
、
ま
た
福
島
県
に
お
い

て
は
郡
山
分
会
連
絡
協
議
会

事
務
所
等
に
お
い
て
福
島
県

支
部
と
郡
工
支
部
組
合
員
を

参
加
対
象
に
し
、
3
月
20
日

に
各
地
で
実
施
さ
れ
た
。

【
各
地
の
集
会
の
詳
細
は
二

面
に
掲
載
】

郡山会場からの生中継であいさつする大江健三郎さん

地本参加者は連日のデモの疲れも見せず元気に行進

国
労
東
北
協
議
会
は
3
月
18

日
、
貨
物
東
北
支
社
に
対
し

て
「
２
０
１
４
年
新
賃
金
回

答
に
抗
議
し
再
回
答
を
求
め

る
要
請
書
（
国
労
東
北
協
申

第
3
号
）
」
を
手
渡
し
、
再

考
し
再
回
答
を
求
め
る
要
請

を
行
な
っ
た
。

組
合
側
は
東
北
貨
物
協
議
会

大
越
議
長
と
高
橋
副
議
長
に

仙
台
地
本
原
子
書
記
長
が
同

行
、
貨
物
会
社
側
は
石
崎
総

括
次
長
と
香
西
勤
労
係
長
が

対
応
し
た
。

席
上
、
大
越
議
長
は
「
収
入

は
計
画
を
上
回
り
好
調
を
維

持
し
て
い
る
。
鉄
道
事
業
部

門
が
赤
字
を
理
由
に
15
年
連

続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
、
言
い
換
え

る
と
18
年
間
で
ベ
ア
は
１
７

０
０
円
し
か
上
が
っ
て
い
な

い
。
だ
が
貨
物
会
社
は
関
連

事
業
収
入
で
全
体
的
に
は
黒

字
会
社
で
あ
る
。

昨
年
の
期
末
手
当
は
今
ま
で

最
低
の
年
間
で
2
・
4
ケ
月

と
社
員
と
家
族
を
苦
し
め
て

い
る
。

新
中
期
計
画
で
28
年
度
に
は

鉄
道
事
業
部
門
を
黒
字
に
し

30
年
度
に
は
経
営
自
立
（
株

式
上
場
）
す
る
と
し
て
い
る

が
、
線
路
使
用
料
も
ア
ボ
イ

ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
ル
ー
ル
も
破

棄
さ
れ
線
路
使
用
料
は
拡
大

し
将
来
の
展
望
は
な
い
。

こ
れ
以
上
社
員
と
家
族
を
苦

し
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と
要

請
を
行
な
っ
た
が
、
貨
物
東

北
支
社
は
「
（
本
社
に
）
伝

え
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

た
。



宮
城
野
貨
物
駅
門
前
で
行
わ

れ
た
宮
城
県
集
会
は
、
土
砂
降

り
の
雨
と
い
う
厳
し
い
環
境
の

の
中
、
約
60
人
の
組
合
員
が
結

集
し
開
催
さ
れ
た
。

地
本
大
沼
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
な
っ
た
後
、
経
過
報
告

に
立
っ
た
貨
物
協
議
会
大
越
議

長
は
、
3
日
間
連
続
で
行
わ
れ

た
門
前
チ
ラ
シ
配
布
行
動
に
旅

客
の
仲
間
が
多
く
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
の
辞
を
述
べ

た
後
、
「
会
社
は
2
月
現
在
で

計
画
を
3
億
円
近
く
上
回
り
、

計
画
達
成
が
ほ
ぼ
確
定
が
こ
の

状
況
で
も
15
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ

ロ
。
こ
の
18
年
間
で
わ
ず
か
１

７
０
０
円
の
べ
ア
の
み
。
昨
年

の
期
末
手
当
は
年
間
2
・
4
ヶ

月
で
旅
客
の
夏
の
手
当
に
も
及

ば
な
い
数
字
で
社
員
と
家
族
を

苦
し
め
て
い
る
。
入
社
6
年
目

の
社
員
の
年
間
賃
金
は
２
１
４

万
円
、
結
婚
は
お
ろ
か
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
に
近
く
、
会
社
を
支

え
る
若
者
が
こ
の
先
耐
え
切
れ

ず
辞
め
て
行
く
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
会
社
は
鉄

道
事
業
部
門
が
赤
字
で
あ
り
要

求
に
は
答
え
ら
れ
な
い
と
の
一

点
張
り
。
だ
が
関
連
事
業
収
入

で
4
年
連
続
の
黒
字
会
社
だ
。

24
年
度
よ
り
も
経
営
状
況
は
良

く
な
っ
て
い
る
の
に
何
故
貨
物

の
社
員
は
ひ
ど
い
目
に
合
わ
さ

れ
る
の
か
と
仲
間
は
怒
る
。
各

地
の
取
り
組
み
で
は
、
全
分
会

で
現
場
長
交
渉
を
実
施
し
賃
上

げ
要
求
と
合
わ
せ
職
場
の
改
善

要
求
も
提
出
し
交
渉
。
本
社
支

社
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
自
ら
の
思
い

を
書
き
記
し
た
ジ
ャ
ボ
ハ
ガ
キ
、

寄
せ
書
、
個
人
名
を
書
い
た
社

長
宛
の
要
請
ハ
ガ
キ
や
門
前
集

会
等
々
出
来
得
る
こ
と
を
展
開

し
て
き
た
。
会
社
は
理
屈
の
通

ら
ぬ
事
を
理
由
と
し
て
要
求
に

は
答
え
よ
う
と
し
な
い
た
め
我
々

国
労
は
整
然
と
正
当
な
ス
ト
ラ

イ
キ
で
対
抗
す
べ
き
と
本
部
や

全
国
貨
物
協
議
会
に
訴
え
て
い

る
。
旅
客
の
仲
間
か
ら
の
訴
え

を
要
請
し
た
い
」
と
報
告
し
た
。

続
い
て
宮
城
県
支
部
秋
山
委

員
長
、
仙
総
支
部
庄
司
委
員
長

が
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
貨
物
宮
城
分
会
内
田
委

員
長
が
支
援
感
謝
と
闘
う
決
意

を
述
べ
た
。

集
会
宣
言
を
採
択
後
に
地
本

大
沼
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
客
貨
一
体
で
闘
う
こ
と
を
確

認
し
た
。
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第
14
回
国
労
東
日
本
本
軟
式
野
球
大
会

期
日

5
月
15
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

会
場

大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
野
球
場

国
労
東
日
本
本
部
は
、
3
月

14
日
JR
東
日
本
か
ら
２
０
１

４
年
度
新
賃
金
と
夏
季
手
当

に
つ
い
て
回
答
を
受
け
た
。

■
以
下
回
答
内
容

①
２
０
１
４
年
度
新
賃
金

定
期
昇
給
は
昇
給
係
数
4
実

施
（
55
歳
未
満
の
社
員
）
、

ベ
ア
は
昇
給
係
数
1
実
施

（
エ
ル
ダ
ー
社
員
除
く
全
て

の
社
員
）
精
算
は
6
月
25
日

以
降
準
備
で
き
次
第
支
払
い

②
２
０
１
４
年
度
夏
季
手
当

基
準
内
賃
金
の
2
・
8
ヶ
月

＋
1
万
円
、
6
月
27
日
以
降

準
備
で
き
次
第
支
払
い

③
そ
の
他
（
口
頭
回
答
）

●
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
精

勤
手
当
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
中
に
雇
用
契
約
期
間
満

了
を
迎
え
る
社
員
に
3
万
円

を
加
算
す
る

●
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
精
勤
手

当
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
6

月
1
日
に
在
籍
す
る
エ
ル
ダ
ー

社
員
の
夏
季
支
給
額
に
3
万

円
を
加
算
す
る
。

東
日
本
本
部
は
こ
の
回
答
を

受
け
、
こ
の
間
の
真
摯
な
議

論
に
つ
い
て
は
受
け
止
め
つ

つ
も
、
要
求
か
ら
見
て
遺
感

で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
持

ち
帰
り
検
討
と
し
交
渉
を
終

了
し
た
。

東
日
本
本
部
は
、
3
月
14
日

の
臨
時
執
行
委
員
会
に
お
い

て
、
要
求
と
は
か
い
離
が
あ

る
が
組
合
員
の
生
活
設
計
等

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
賃
金
・
期
末
手
当
改

善
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と

で
妥
結･

整
理
を
図
る
こ
と
を

確
認
。
そ
し
て
取
り
扱
い
に

つ
い
て
国
労
本
部
と
も
協
議

を
行
い
、
3
月
17
日
、
11
時

に
妥
結
・
整
理
を
図
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

■
計
算
式
の
補
足
に
つ
い
て

２
０
１
４
年
4
月
1
日
現
在
、

55
歳
未
満
の
社
員

仙
台
地
本
家
族
会
は
2
月
15

日
、
仙
台
市
内
秋
保
温
泉
で

第
44
回
総
会
を
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
関
東
・
甲
信

越
か
ら
東
北
を
中
心
に
大
雪

を
も
た
ら
し
た
南
岸
低
気
圧

接
近
に
よ
り
、
秋
保
で
の
開

催
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
郡
山
で
あ
れ
ば
総
会

と
講
演
は
可
能
と
い
う
判
断

で
、
急
遽
連
絡
と
準
備
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

開
催
会
場
は
国
労
郡
山
分
連

協
事
務
所
と
し
、
在
来
線
は

じ
め
新
幹
線
も
運
休
が
相
次

ぐ
中
、
喜
多
方
か
ら
高
速
バ

ス
で
参
加
す
る
方
な
ど
、
何

と
か
集
合
・
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
。

そ
し
て
総
会
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
す
る
家
族
会
の
女
性
の

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
続
け
ま

し
た
…
。

地
方
本
部
か
ら
は
五
十
嵐
調

査
部
長
が
参
加
し
挨
拶
、
議

事
で
は
経
過
報
告
と
活
動
方

針
案
が
提
案
さ
れ
、
質
疑
の

後
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
役
員
改
選
で
は
千
葉

会
長
、
堀
口
・
阿
部
両
副
会

長
と
幹
事
の
方
々
を
選
出
し

ま
し
た
。

ま
た
総
会
終
了
後
の
学
習
会

で
は
第
15
代
平
和
大
使
の
高

野
桜
さ
ん
か
ら
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。

全
て
の
日
程
終
了
後
に
は
三

松
会
館
で
遅
い
昼
食
兼
反
省

会
も
行
わ
れ
、
大
雪
の
た
め

帰
途
の
心
配
を
す
る
店
員
さ

ん
を
尻
目
に
、
和
気
あ
い
あ

い
と
団
結
を
深
め
ま
し
た
。

【
五
十
嵐
】

高野桜さん（前列左から2人目）を交えて

基本給額 ＋ 所定昇給額 ＋ 昇給係数１の額（所定昇給額÷4、ただし50円以
上は切り上げ、50円未満は切り捨て）＝ 新賃金

郡
山
工
場
支
部
は
20
日
昼
、

風
雨
の
悪
天
候
の
中
で
し
た

が
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

の
正
門
向
か
い
側
で
抗
議
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
機
関
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
「
貨
物
の
連
続
15
年

ベ
ア
ゼ
ロ
は
許
せ
な
い
！
満

額
獲
得
を
諦
め
な
い
で
取
り

組
む
。
東
日
本
は
妥
結
し
た

が
今
後
も
賃
金
改
善
の
取
り

組
み
を
続
け
る
」
「
要
求
よ

り
高
い
回
答
の
会
社
も
あ
る
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

の
が
経
営
者
。
東
日
本
の
ベ

ア
も
闘
っ
て
取
っ
た
と
は
言

え
な
い
。
ス
ト
ラ
イ
キ
も
含

め
た
闘
い
が
必
要
だ
っ
た
」

な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
貨
物
分
会
の
千
葉
分

会
長
は
「
こ
の
１
年
の
間
に

車
両
所
と
総
鉄
で
合
わ
せ
て

5
人
の
若
年
退
職
が
あ
っ
た
。

ま
と
も
に
賃
金
も
払
え
な
い

魅
力
の
な
い
会
社
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
諦
め
な
い
こ
と

が
重
要
」
と
決
意
が
語
ら
れ
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
突
き
上

げ
ま
し
た
。

【
橋
本
】

福島県（郡連協）抗議集会の様子


